
片岡球子画伯 略年譜 
 
１９０５（明治３８）年     １月５日 札幌市に生まれる。 
１９２３（大正１２）年 １８歳 北海道庁立札幌高等女学校師範科卒業。 
１９２６（大正１５）年 ２１歳 女子美術専門学校（現在の女子美術大学）日本画科高等科卒業。 
                横浜市大岡尋常高等小学校教諭就任。 
１９３０（昭和 ５）年 ３０歳 日本美術院再興第１７回展で「枇杷」が初入選。 
１９４６（昭和２１）年 ４１歳 第３１回院展で「夏」が日本美術院賞受賞。 
１９５０（昭和２５）年 ４５歳 第３５回院展で「剃髪」が日本美術院賞・白寿賞受賞。 
１９５２（昭和２７）年 ４７歳 第３７回院展で「美術部にて」で日本美術院賞・大観賞受賞。 

日本美術院同人に推挙される。 
１９５５（昭和３０）年 ５０歳 横浜市立大岡小学校を退職。女子美術大学日本画科専任講師になる。 
                以後、１９６０年に同大学助教授、６５年に教授に就任。 
１９６１（昭和３１）年 ５６歳 芸術選奨文部大臣賞受賞。日本美術院評議員になる。 
                ○ この年から火山をテーマにした作品を発表する。 
１９６６（昭和４１）年 ６１歳 愛知県立芸術大学が開校、日本画科主任教授に迎えられる。 

○ 歴史上の人物を描いた「面構」シリーズの制作を始める。 
○ この頃から富士山に本格的に取り組み始め、現在に至るまで 
「富士」を描き続ける。 

１９７２（昭和４７）年 ６７歳 片岡球子富嶽三十六景展をパリで開催。 
１９７５（昭和５０）年 ７０歳 院展出品作「面構 鳥文斎栄之」で日本芸術院賞恩賜賞を受賞。 
１９７９（昭和５４）年 ７４歳 初の回顧展、片岡球子展〈人間心理の鮮烈な描写〉が神奈川県立近代美

術館ほかで開催される。 
１９８１（昭和５６）年 ７６歳 日本美術院理事になる。 
１９８２（昭和５７）年 ７７歳 日本芸術院会員に選ばれる。 
１９８３（昭和５８）年 ７８歳 ○ この年から裸婦を描いた作品「ポーズ」の連作を始める。 
１９８６（昭和６１）年 ８１歳 文化功労者に選ばれる。 
１９８９（昭和６４）年 ８４歳 文化勲章を受章する。 
１９９１（平成 ３）年 ８６歳 片岡球子展〈画業七十年〉が名古屋で開催される。 
２０００（平成１２）年 ９５歳 熱き挑戦－片岡球子の全像展が横浜美術館で開かれる。 
２００４（平成１６）年 ９９歳 白寿記念 片岡球子展〈極める 人間と山〉が東京、大阪、名古屋で開

催される。 
２００５（平成１７）年 １００歳 片岡球子百壽展を高島屋で開催。 

 


